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大浦小学校６年１泊２日の修学旅行

① 標準・丁寧なスタイル（広報誌や回覧板、丁寧な案内
に）
大浦会館の玄関前に、東図書館の司書が選んだおすす
めの本が並ぶ「図書スペース」があるのをご存知です
か？
地域の皆さんに、もっと気軽に本に親しんでもらいたいと
いう思いから生まれた場所です。毎月さまざまなジャン
ルの本が届くため、初めて来館される方からいつも利用
されている方まで、今では多くの方に手に取っていただ
けるようになりました。
皆さんもぜひ、お気軽にお立ち寄りください。お気に入り
の一冊との、素敵な出会いがあるかもしれません。

② 簡潔・キャッチーなスタイル（ポスターや SNS、短い案
内に）
大浦会館の玄関前にある「図書スペース」をご利用され
たことはありますか？
ここでは、東図書館の司書が選んだおすすめの本を、毎
月さまざまなジャンルでご用意しています。初めてお越し
の方からいつも来館される方まで、多くの方に親しまれ
ているスペースです。
ぜひお気軽にお立ち寄りいただき、あなただけのお気に
入りの一冊を見つけてみてください。

③ 温かみ・親しみやすさ重視のスタイル（館内掲示やミ
ニニュースに）
大浦会館の玄関前には、東図書館の司書さんが選んだ
おすすめ本が届く、小さな図書スペースがあります。
「大浦の皆さんにもっと気軽に本を楽しんでほしい」そん
な思いで作られた場所です。毎月いろいろなジャンルの
本が新しく届くので、初めての方も、いつも来られる方
も、たくさんの方が足を止めてくださっています。
皆さんもぜひ、お気軽にお立ち寄りください。素敵な一冊
との出会いがありますように。

タイトル：大浦小学校  6年生  修学旅行レポート  〜子どもたちの目から見た「大浦」と「旅先（大阪・奈良）」〜

5月21日・22日の2日間、大浦小学校の 6年生が大阪・奈良方面へ修学旅行に行ってきました。

今回の修学旅行では、子どもたち一人ひとりにインスタントカメラを渡し、思い思いの風景や瞬間を写真に収めてもらいまし

た。後日、その写真とともに「大浦と比べてどう感じたか」「大浦との違いや良いところ」「大浦にはない魅力」などについて、素

直な思いをコメントにまとめています。

普段暮らしている大浦の良さを再発見したり、都市部の賑わいに驚いたりと、子どもたちならではの新鮮な視点や発見がたく

さん詰まっています。

子どもたちの素直な感じ方や言葉を、ぜひ温かい目でお読みください。

　5月21日・22日、大浦小学校の6年生が大阪・奈良方面へ修学旅行に行きました。子どもたちはインス
タントカメラを手に、旅先で思い思いの写真を撮影しました。「大浦との違い」や「旅先で見つけた
良いところ」、そして「あらためて気づいた大浦の魅力」など、写真と一緒に寄せられた素直なコメ
ントをご紹介します。

タイトル：朝の大都会。写真ぶちこわしの指。
　Q：大浦にないもので、心が動いたことは？
　　↳A：スゴイ都会。建物がたくさんある。
　Q：この写真を撮った場所で、どんなことを
　   思った？
　　↳A：バスの中涼しい快適

タイトル：暗い中テンション爆上がり
Q：大浦にないもので、心が動いたことは？
　↳A：色々な店やアニメの中に入ったみたい。
Q：この写真を撮った場所で、どんなことを
　   思った？
　↳A：叫び声が聞こえた。食べ物のニオイがした。

バスの中から

ユニバーサル・スタジオジャパン

タイトル：デカい東大寺
Q：大浦にないもので、心が動いたことは？
　↳A：城がでかい。寺院はとても古かった。
Q：大浦にあるけど、大浦の方がいい！と思った！
　↳A：緑があるところ。もっと人数がすくなくて
　　　 歩きやすい。
Q：この写真を撮った場所で、どんなことを
　   思った？
　↳A：寺院の構造は本当にすばらしかった。

東大寺



大浦会館 事業報告

▶▶ 2026年度５月〜７月 ▶▶

『さかなさばき教室』
舞鶴の旬を自分の手で。3枚おろし
デビューを全力サポート！

・講　師：京都府漁業協同組合
・対象者：市内在住の18歳以上
・参加費：￥400

　５月29日(金) 11:00〜14:00  　 参加者：10名

『おとなのパンづくり』
捏ね・発酵・焼きなどの基本工程を
体験。

・講　師：『おうちDEぱんや』
　　　　　　中山 尚美 先生
・対象者：市内在住の18歳以上
・参加費：￥1,500

　６月24日(水) 10:00〜13:00  　 参加者：8 名

『おとなのための絵本セラピー』

大人が絵本の読み聞かせを楽しみ、感じた
ことを分かち合うワークショップ。

・講　師：絵本セラピスト みさき先生
・対象者：市内在住の18歳以上
・参加費：￥500

　７月８日(水) 10:00〜11:30  　 参加者：９名

「自分でさばいた魚は格別！」
参加者のみなさんは、大満足の笑顔を
見せてくれました。

毎年人気の講座や、今年はじ
めての講座など、たくさんの
方に大浦会館を利用していた
だきました！ありがとうござ
いました。

「マヨネーズパン」と「帽子パン」を作
りました。自分で作った「焼きたてのパ
ン」の味は最高ですね！

大人だからこそ、これまでの経験があるからこ
そ、深く響く絵本の世界。 ハッとしたり、ジーン
ときたり、忘れていた感情や新しい自分に出会え
る、とても心温まるひとときとなりました。



『第１回いきいきセミナー』
　〜 いきいき体操 〜

イスに座って体を動かす。
カンタンな動作なので、おうちでも
隙間時間に体を動かしましょう♪

・講　師：西村 あおい 先生
・対象者：市内在住の60歳以上
・参加費：無料

　6月12日(金) 14:15〜15:45  参加者：17名　  

『大浦の魚付き林と
　　海辺の生き物観察会』
豊かな森が豊かな海をつくる、森と海
の関係を教わる。

・講　師：京都大学舞鶴水産実験所
　　　　　教授 益田 玲爾 先生
・対象者：市内在住の小学生と保護者
・参加費：無料

　７月22日(水) 9:00〜12:00  　 参加者：27名

『親子工作教室』
太陽電池を使って工作をつくろう！

・講　師：舞鶴工業高等専門学校
　　　　　電気情報工学科 
　　　　　教授 内海 淳志 先生
・対象者：市内在住の小学生と保護者
・参加費：無料

　７月25日(土) 10:00〜12:00  　 参加者：21名

　7月10日(金) 14:15〜15:45  参加者：26名　  

『第２回いきいきセミナー』
　〜 大浦歴史講座 〜

舞鶴で最も早く開かれたとされる古刹「多
禰寺」。今回の歴史講座は、多禰寺と深い
関わりを持つ「閼伽野（あかの）平野」の
歴史や地名の由来に迫る。
・講　師：竹内 謙一 先生
・対象者：市内在住の60歳以上
・参加費：無料

今年度初の企画「おとなの絵本セラピー」、大変ご好評をいただきまし
た！初めてご来館いただいた皆さまも、本当にありがとうございました。
夏休み期間は、小学生の自由研究にぴったりな講座を中心に、楽しい企画
をたくさんご用意しています！
今後のイベント詳細は、毎月の「広報まいづる」や自治会回覧板にて随時
お知らせします。これからもどうぞお楽しみに！
皆さまのお越しをお待ちしております。

小橋地区の岩場にて、網を使って海を
探検し、見たこともない魚を捕まえて
大盛り上がりでした！

太陽電池の仕組みを学んだ子どもたち。
太陽の光で勢いよく回るプロペラに
大歓声でした！



大浦にこんな歴史が・・・ 最終号

海と生きる大浦の誇り 〜はるかなる古代から近代へ〜
全4回でお届けしてきた「大浦組21ヶ村」の歴史シリーズも、いよいよ最終回です。
今回は大浦の原点である「海」に目を向け、古代から近代へと続く、ダイナミック
な歴史の足跡をご紹介します。

■ 日本最古の丸木舟！「海洋文化」はここから始まった（千歳） 大浦が
古代の先進地であったことを決定づける大発見が、千歳（ちとせ）の地で
ありました。今から30年ほど前の調査で、なんと日本最古・最大級となる
「大型外洋航海型丸木舟（推定長さ10m以上）」が出土したのです！ さら
に、遠く離れた隠岐の島の黒曜石や、大陸から伝わったと考えられる耳飾
りなども見つかっており、私たちの先祖が数千年も前から、この丸木舟で
日本海を自由に駆け巡り、広く交易を行っていたことが証明されました。
千歳はまさに、大陸の先進文化がいち早く入ってくる「海洋文化発祥の
地」だったのです。

■ 海を見下ろす「墓の博物館」と海の神々の伝説（田井・瀬崎） 若狭湾
を見渡す絶景の地・田井（たい）には、歴史的にも非常に貴重な場所があ
ります。斜面に沿って、南北朝時代から江戸時代に至るまでの様々なお墓
がずらりと並んでおり、その光景は「墓の博物館」と呼ばれるほどです。
中には、京都府北部で最古とされる元応2年（1320年）の塔も残されていま
す。
また、半島の先端に近い瀬崎（せざき）の海には、不思議な伝説が眠って
います。博奕岬（ばくちみさき）のあたりは海岸の石が見事に白石と黒石
に分かれており、「その昔、竜神と海神がここで囲碁の勝負をした」と言
い伝えられています。今でも海中には、神々が使った碁盤が沈んでいるそ
うです。

 結びに 〜「陸の孤島」ではなく「文化の玄関口」〜 
　4回にわたり、大浦の歴史を紐解いてきました。近代以降、大浦は「僻地」や「陸の孤島」と呼ばれる
こともありました。しかし歴史を振り返れば、大浦は決して孤立した場所ではなく、美しい海を通じて常
に外の世界とつながり、様々な文化や人々を受け入れてきた「先進地」であったことがわかります。 私
たちが暮らすこの大浦半島には、誇るべき豊かな歴史が、今も確かに息づいているのです。

■ 殿様が愛した名水と、海軍ゆかりの近代史（佐波賀） 時代が下り、
江戸から近代にかけても大浦は重要な舞台となります。佐波賀（さば
か）にある宮谷神社の鳥居のそばには、江戸時代に田辺藩の殿様（牧
野公）がお茶会を開いた際、その水の美味しさに感動して「吐月水
（とげつすい）」と名付けた名水が湧いています。 同じく佐波賀に
は、舞鶴に鎮守府が置かれた際に関わった明治の軍人・伊藤雋吉（い
とうしゅんきち）の書が残されていたり、終戦時には、後にビキニ環
礁の水爆実験に使われることとなる悲運の巡洋艦「酒匂（さかわ）」
が、藁縄の網で隠されるように係留されていたという、近代の記憶も
刻まれています。

宮谷神社（佐波賀）

イメージイラスト

田井地区



会  場

講　師

舞鶴地方史研究会

千歳地区　竹内 謙一
さん

対 象 者 舞鶴市在住の18歳以上の方定 　 員 15名（先着順） 持 ち 物 筆記用具

申 込
み

舞鶴市大浦会館

内　容

その昔、千歳の民は大型の丸木

舟を操り、遥か大海原を舞台に

豊かな交易を行っていました。

千歳には、7000年を超える壮

大な歴史が眠っています。身近

にありながら世界に誇れる千歳

の魅力を、分かりやすくエピソ

ードを交えて解説します。

歴史初心者の方も大歓迎です!

「千歳の歴史」
ひも解く

を

海洋文化発祥の地

大浦歴史講座　「千歳物語」

※ 参加費無料 

2026年

９月30日(水)10:00〜12:00

９月12日からに大浦会館へ電話、または右の申込みフォームより

申込みください。

☎ 0773-68-2010　火〜土曜日（祝日を除く）9:00-16:30

村中から千歳山（文殊堂）を望む

申込みフォーム



2026 年  9 月 25 日(金) 10:00〜12:00

会  場 舞鶴市大浦会館 参加費 無 料

講　師：行政書士 児玉 亘さん（室牛地区）
対象者：市内在住の18歳以上
定　員：先着15名
持ち物：筆記用具

【お問合せ・申込み】
９月12日から大浦会館へ電話、または右の申込みフォームより
お申し込みください。
舞鶴市大浦会館（舞鶴市字中田459番地）
☎ 0773-68-2010　FAX 0773-68-2011　火～土曜日 9:00～16:30（祝日を除く）

何から手続きをしたら
いいかわからない・・
どうしたらいいの？　

我が家の財産は誰に引き
継がれるのかな・・？
どこに聞けばいいの？

老い支度ノート
プレゼント！

2024年4月の「相続登記の義務化」から間もなく3年。
「まだ先のこと」と思っていませんか？手続きの期限（原則3年以内）が2027年3月末に迫っ
ています。「何から始めればいい？」「うちの財産はどうなる？」といった疑問や不安
を、専門家と一緒に解消しましょう！

大切な家族のために学ぶ

📄 講座内容
・具体的な相続の進め方
・相続人の確認
・財産の確認
・相続土地国庫帰属制度について

申込みフォーム
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